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令和５年度「熊本大学病院医療助成金」使用実績報告書  
 

                                                 （一般財団法人恵和会寄附金） 

使用者  

（代表者）  

氏    名  所    属  職    名  

吉富   晃子  医療技術部ME機器技術部門  臨床工学技士長  

グル－プ全員  

福井   寿啓  心臓血管外科  教授（手術部長）  

平田   直之  麻酔科  教授  

高木    淳  心臓血管外科  特任助教  

大吉   貴文  麻酔科  助教  

田口由美子  中央手術部  看護師長  

山本   陽子  中央手術部  看護師  

小原   大輔  医療技術部ME機器技術部門  臨床工学技士  

村松   智希  医療技術部ME機器技術部門  臨床工学技士  

活動テ－マ  人工心肺中のトラブル対処トレーニングシステムの構築  

助成金額        350,000 円  助成金使用総額       328,130 円  

【使用内訳】      

消耗品  204,940 円  （内訳）模擬回路作成部品、映像配信用品  

その他  113,190 円  （内訳）マニュアル印刷費・アクションカード印刷、作成費  

【成   果】  (※具体的な効果および自己評価も含め1,000字程度 ) 

 心臓血管外科の開心術において人工心肺装置の使用は欠かせず、患者の循環停止

を代行する装置の操作に高い技術と専門性が必要とされる。この心臓血管外科手術

は、心臓血管外科医師をはじめ、麻酔科医師、看護師、臨床工学技士と多職種の連

携によって支えられている。  

人工心肺装置の操作において、トラブルが発生することは患者の生命に直結する

ものである。特に、トラブルの発生時には迅速な対応と正確な判断が必要とされる

ため、関与する多職種の連携が患者への影響を左右する。術中のトラブルが早期に

発見され、医師へ正確に伝達し、素早い対応ができるよう日ごろからのコミュニケ

ーションの強化と繰り返しのトレーニングが必要だと考えてきた。  

そこで2021年よりトラブルシミュレーションを企画し実施してきたが、より実際

に近い状態を再現するための専用回路を作成したことで、人工心肺からの空気誤送

を模擬できるようになり、職種別で迅速に対応できるよう作成したマニュアルに従

った手順を確認できるようになった。  

今回「開心術における体外循環マニュアル」初版を発行した。作成したシステム

は心臓を模擬したものとなっており、循環を停止・再開・吸引など実際と同じよう

な形で体験ができるものとなった。  

また今回のシミュレーショントレーニングは院内だけでなく、県下の人工心肺を

使用している施設へWEBを利用した映像の配信を行い、トレーニング方法を共有す

ることができトレーニングの必要性を共有することができた。今後の計画として初

版マニュアルに沿った教育とトラブルシミュレーションの継続的な実施を行い、多

職種で連携し体外循環時の安全性を向上させていく。  

 


















